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大
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）
根
盛
光

住

民

税

申

告

書

の

提

出

’つ
い

町
民
の
皆
様
に
は
納
説
に
つ
い
て
深
い

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
し
て
極
め

て
好
成
績
を
納
め
て
お
り
ま
す
こ
と
を
厚

〈
卸
礼
申
上
げ
ま
す
。

今
般
三
十
六
年
度
を
迎
え
ま
し
た
の
で

例
年
の
通
り
住
民
税
の
申
告
容
を
提
出
し

て
蹴
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
御
協
力
方

お
願
い
い
た
し
ま
す
．

こ
の
剛
告
曹
は
町
長
が
地
方
税
法
の
規

定
に
基
い
て
提
出
を
求
め
る
も
の
で
一
人

も
洩
れ
な
く
申
告
し
て
下
さ
い
。

て

特
に
扶
挫
控
除
の
認
定
等
に
必
要
で
す

か
ら
脚
本
銀
構
成
人
員
を
全
部
記
紋
し
て
下

さ
い
。
勤
務
先
制
に
は
名
称
所
在
地
を
く

わ
し
く
記
服
し
て
下
さ
い
。

向
本
年
は
申
告
者
の
間
関
密
保
持
の
た
め

に
申
告
書
に
封
筒
を
つ
け
ま
し
た
の
で
封

を
し
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

申
告
書
の
記
載
の
援
項
に
御
不
審
が
お

り
ま
し
た
ら
財
政
課
の
税
務
係
へ
お
患
す
ね

下
さ
い
。

〈
財
政
課
）

現
場
は
そ
の
ま
L

に

被
害
に
か
か
っ
た
際
の
心
得

冬
ご
も
り
か
ら
解
放
さ
れ
本
根
的
活
動

期
に
は
い
る
訳
で
す
が
そ
れ
に
伴
い
い
ろ

ん
な
犯
罪
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す

そ
こ
で
も
し
も
木
撃
に
し
て
被
筈
に
か

L
ら
れ
た
ら
つ
．
き
の
こ
と
を
よ
く
守
っ
て

少
し
で
も
は
や
く
最
寄
り
の
駐
在
所
、
派

出
所
、
警
察
場
へ
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

ω
被
富
に
か
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
ら
自
ら
現
湯
へ
立
入
る
こ
と
な
く

叉
他
人
も
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
警
察

官
が
到
着
す
る
ま
で
現
場
を
そ
の
ま
与

に
し
て
お
レ
て
下
さ
い
。

間

彼

響
に
か
か
っ
た
ら
現
喝
の
物
に
は

一
切
手
を
ふ
れ
ず
警
察
官
が
到
着
す
る

ま
で
そ
の
ま
与
に
お
い
て
下
さ
い
。

ω
や
む
を
得
ず
現
場
へ
立
入
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
る
ば
あ
い
は
発
見
当
時
現
場

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
を
よ
く

臨
か
め
て
お
い
て
下
さ
い
。

ω
な
お
瞥
察
官
が
現
場
へ
到
着
す
る
ま

で
不
用
意
に
家
の
外
ま
わ
り
を
歩
か
な

い
よ
号
に
し
て
下
さ
い
。

同
州
悶
の
降
っ
て
い
る
ば
あ
い
で

L
た
ら

犯
人
が
残
し
て
い
っ
た
靴
や
足
あ
と
等

に
タ
ラ
イ
で
も
か
む
せ
て
お
い
て
霞
け

ば
な
お
さ
ら
結
構
だ
と
思
い
さ
‘
す
。
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本
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
犠
員
各
位
の
一
帥
道
路
橋
梁
の
完
備
と
都
市
計
四
の
着
手
一
年
金
制
度
の
普
及
樫
畿
に
、
母
子
寮
の
完
一
の
内
閣
庫
支
出
七
百
四
十
万
問
、
県
支
出

一将
来
を
思
う
時
座
制
H

に
堪
え
ま
せ
ん
。

協
力
に
よ
り
ま
し
て
多
角
的
な
事
業
の
遂
一
に
つ
い
て
は
一
成
に
伴
い
内
容
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
一
金
百
十
万
円
、
地
方
債
三
百
九
十
万
円
、

一三
十
六
年
予
算
と
同
時
に
第
四
国
追
加
更

行
を
計
画
着
々
其
の
効
果
を
準
げ
て
診
っ
一
国
道
、
県
道
の
改
修
促
進
は
三
十
八
年
度
一
え
て
い
ま
す
。
一
容
附
負
担
金
三
百
三
十
万
円
、
一
般
財
源

一正
予
算
を
提
案
致
し
ま
し
た
が
役
喝
費
と

た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
小
職
も
感
謝
申
し
一
中
に
完
成
す
る
国
道
八
号
館
以
前
に
お
い
一
町
立
泊
病
院
に
は
母
子
セ
ン
タ
ー
に
代
る
一

と
し
て
二
千
二
百
四
十
万
円
種
度
を
支
出
一

し
て
申
兼
る
の
で
あ
り
ま
す
が
旅
費
及
び

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一
て
そ
れ
ぞ
れ
計
画
を
樹
立
し
て
県
に
接
渉
一
可
き
産
児
室
を
設
け
て
戴
き
そ
の
内
容
充
一
し
、
単
独
事
業
と
し
て
千
五
百
万
円
内
地
↑
食
糧
践
と
交
際
費
の
増
減
を
お
願
い
し
、

ま
一
一
千
六
年
度
を
迎
え
る
に
当
り
ま
し
て

一
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

舗
装
は
桜
一
笑
と
更
に
病
院
の
整
備
誌
充
に
意
を
注
ぎ
一
方
債
九
十
万
円
、
寄
附
負
担
金
等
三
百
二

一消
防
盟
、
境
、
笹
川
の
消
火
栓
施
設
の
増

一
町
の
南
部
北
部
、
平
柳
の
延
長
、
消
水
町
一
た
い
。
現
在
の
百
二
十
床
が
有
効
に
活
用
一
十
万
円
、
一
般
財
甑
よ
り
千
百
七
十
万
円

一と
新
町
村
建
設
事
業
の
月
山
、
三
枚
橋
間

付
教
育
へ
の
力
点
昂
揚
一
の
延
長
に
小
川
温
泉
迄
の
分
と
を
置
先
し
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
病
院
の
将
来
に
心
強
一
を
支
出
、
失
業
対
策
事
業
と
し
て
七
百
八

一儒
詰
の
道
路
改
良
工
事
費
、
学
校
給
食
改

伺
道
路
橋
梁
の
完
備
と
都
市
計
画
の
着
手
一
柳
田
、
宮
崎
、
境
等
も
燥
の
了
承
を
得
る

一
い
も
の
を
感
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一
十
万
円
内
園
庫
支
出
金
が
約
四
百
万
円
、
一
誓
費
、
境
保
育
所
敷
地
費
、
泊
病
院
の
新

伺

産

業

発

展

の

基

盤

充

実

一

こ
と
が
出
来
れ
ば
実
施
の
運
び
に
歪
り
た

一回
綜
合
開
発
計
画
の
樹
立

一県
並
に
寄
附
金
が
其
こ
ニ
十
万
円
程
度
で

一産
児
室
設
置
費
、
産
業
経
済
費
、
耕
地
事

伺
車
生
施
設
の
充
実
と
病
院
の
拡
充

一
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
懸
案
で
あ
る
朝
日
町
の
綜
合
開
発
計
画
の
一
一
般
財
源
よ
り
三
百
二
十
六
万
円
を
支
出
一
業
費
等
増
額
を
見
た
の
で
あ
り
ま
す
が
こ

同
綜
合
開
発
計
画
の
樹
立

一
山
崎
道
路
、
南
保
地
内
の
待
避
所
の
設
置
一
樹
立
は
町
内
の
関
電
、
北
電
の
発
電
計
画

一す
る
訳
で
あ
り
ま
し
て
合
計
四
千
六
百
三

一
れ
叉
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
も
の
で
あ
り
ま
し

以
上
の
諸
点
に
力
を
注
ぎ
朝
日
町
民
の
た

一も
パ
ス
を
通
す
た
め
の
必
須
の
も
の
で
ら

一
の
促
進
と
、
行
政
区
間
の
問
臨
解
決
と
奥
一
十
七
万
円
に
の
ぼ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

一
て
、
特
に
境
地
区
の
保
育
所
並
に
消
火
栓

め
の
地
に
つ
い
た
納
得
の
行
く
町
政
た
ら
一
り
ま
し
て
、
都
市
計
画
の
着
手
は
三
十
五

一地
獄
道
の
開
発
に
つ
れ
て
奥
地
資
額
の
活
一
置
な
る
色
の
は
、
大
型
消
防
自
動
車
の
附

一は
境
中
学
校
の
廃
止
に
伴
う
条
件
に
あ
ら

し
め
る
た
め
庁
内
機
構
の
再
綱
を
も
考
慮
一
年
に
交
渉
中
の
月
山
道
路
で
補
助
対
象
に

一周
面
の
促
進
と
工
場
適
地
の
登
録
に
よ
る
一
入
観
光
施
設
整
備
事
業
と
し
て
城
山
の
給

一ざ
る
条
件
と
し
て
施
設
の
拡
充
に
当
る
訳

し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
人
事
の
刷
新
一も
大
体
見
通
し
が
つ
き
地
元
の
協
力
を
仰

一誘
致
計
回
促
進
へ
の
励
き
等
に
倒
え
る
た
一
水
、
朝
日
の
施
設
整
備
、
統
合
中
学
校
新
一
で
あ
り
ま
す
が
、
三
十
六
年
度
か
ら
境
川

も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
町
民
の
サ
1
ピ
一ぎ
興
施
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

一め
小
職
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
綜
合
開
発
一築
事
業
、
小
川
中
学
校
給
食
政
側
及
び
四
一
発
電
所
総
設
に
対
す
る
税
収
も
あ
る
こ
と

ス
も
万
全
を
期
す
る
た
め
に
も
事
務
上
り
一花
開
、
高
橋
、
下
野
の
三
橋
も
本
年
中
に

一要
員
会
を
殻
世
し
事
務
局
を
も
殻
け
て
樹
一
科
教
育
設
問
等
以
上
は
補
助
都
誕
の
主
な
一
で
あ
り
町
に
対
す
る
協
力
訟
も
得
ら
る
弘

警
苛
に

一
段

と

工
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一

対
策
、
土
地
改
良
、
抑
港
改
修
、
小
川
中

一朝
日
町
財
政
再
建
計
画
の
一
部
変
更
の
件

揚

と

は

己

一

昭

和

三

十

六

年

度

施

政

方

針

一

目

玉
校
給
食
室
新
築
主
等
で
あ
り
ま
す
。

一は
以
上
三
十
五
年
度
の
追
加
並
に
三
十
六
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一
司
一

災
害
復
旧
事
業
に
は
七
軍
滝
川
災
害
復
旧

一
年
度
予
算
案
に
基
く
計
一
闘
の
変
更
で
不
離

三

十

五

年

度

の

事

業

宝

一

孟

一

一

巴

一

一

司

一

の

分

は

未

定

で

あ

り

ま

す

。

大

部

分

を

国

二

体

の

も

の

で

あ

り

ま

す

。

と
し
て
統
合

中

学

新

白

一

朝

日

町

長

本

村

本

松

一ヰ
一
費
の
補
助
と
仰
、
で
実
施
し
こ
、
と
盟

二

よ
上
三
士
、
年
度
に
処
す
る
施
策
の
大
綱

設
の
問
題
は
教
委
が

章
一

等

f
田

E
2

2

一E

一

t

L

日

T
L

，

一
i

ノ

巴
一

一日

一
て
い
ま
す
。
尚
御
存
知
の
ま
く
災
害
甚
大

一を
述
べ
て
按
拶
と
致
し
ま
す
。

苦
心
し
た
と
は
言
え

芹

州

M
刊
州
州
州

副

M
1
1
11
1
11
1
11
1111・1
1
1
1
1
11
1
1
1
I
ll
i－－
L

一

一

‘

－

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
11
1
1
1
1
i
b
一
な
横
川
、
赤
川
司
の
海
岸
工
事
主
本
手
勺

一
〈
一
二
月
十
一
日
第
三
回
朝
日
町
議
会
定
例

そ
の
計
画
が
画
餅
に
期
し
一
年
間
足
踏
み
一
財
源
を
得
れ
ば
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
逐
次

一極
的
実
際
的
な
計
画
へ
の
第

－
歩
を
踏
み
一
四
千
万
円
を
配
引
建
設
省
直
轄
口
事
と
し

一会
に
お
い
て
）

を
し
た
感
を
傑
く
し
議
会
混
乱
さ
せ
町
二
つ
宛
着
工
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一蹴
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
て

着

工

さ

る

み

え
土
木
部
の
防
災
色

l
i
l－
－
‘

l
i
l
i－
－

i

j

詩

吟

せ
た
こ
と
は
非
常
に
迫
感
に
存
否
産
業
発
肢
の
基
盤
充
宍

一特
に
行
政
区
制
の
問
題
は
制
査
の
段
階
は

一
旧
工
事
と
し
て
地
一

Z程
な
く
、
各
位

一

主

主

主

主

主

主

一

町
有
林
造
成
は
一
昨
年
よ
り
務
業
若
手

一
一
応
終
っ
た
の
で
三
十
六
年
度
は
境
界
一幽
一
の
御
配
慮
に
よ
る
山
合
川
、
木
流
川
は
単

一

春

の

防

犯

運

動

こ
の
様
な
事
肢
は
か
与
っ
て
町
の
県
一
に
当
っ
て
い
る
が
一
応
突
施
段
階
と
し
て

一定
の
笑
現
の
裁
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ

一
周
河
川
の
適
用
を
受
け
た
の
で
今
後
の
改

一

或
は
国
に
於
け
る
信
頼
感
・
を
薄
ら
ぎ
今
後
了
」
の
成
来
を
挙
げ
る
様
育
成
に
努
め
良
業
一
て
い
ま
す
。

一
修
、
災
害
復
旧
等
に
は
当
町
の
負
担
も
な

一

洋
洋
一
冷
冷
冷
冷
涛
一涛
洋
一涛
－涛
涛

の
事
業
促
進
を
渋
滞
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
一
生
産
則
強
、
観
光
費
等
に
増
額
を
見
た
の

一以
上
は
町
政
施
策
の
大
綱
を
述
べ
た
に
過
一
く
な
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一

待
ち
こ
が
れ
て
い
た
春
が
遂
に
や
っ
て

る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
会
期
中
に
俊
一
で
あ
る
が
、
虫
凶
産
奨
一
闘
に
力
を
注
ぐ
方
針

一ぎ
ま
せ
ん
が
、
最
近
人
件
費
の
高
騰
を
竺
こ
れ
を
収
入
面
か
ら
見
ま
す
と
町
税
に
お
一
参
り
ま
し
た
。
桜
の
つ
ぼ
み
も
ふ
く
ら
み

地
を
決
定
し
三
十
六
年
度
は
一
丸
と
な
っ

一
で
あ
り
土
地
改
良
事
業
に
も
留
意
数
し
度
一
し
予
算
を
大
脳
に
食
っ
て
い
る
の
で
あ
り
一
い
て
千
八
万
円
、

国
庫
支
出
金
で
四
百
八

一始
め
、
私
た
ち
の
心
は
自
然
と
浮
き
足
た

て
そ
の
若
手
に
迦
進
し
た
い
も
の
で
あ
り
↑
特
に
活
気
あ
る
町
勢
の
進
展
に
務
め
る
た

一ま
す
が
、
今
後
は
定
数
改
変
の
計
画
に
基
一
十
九
万
円
、
雑
収
入
六
百
九
十
二
万
円
、

一
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
す
c

一
め
商
工
業
の
伸
掛
に
も
積
極
的
な
助
成
を

一舎
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
を
加
え
た

一分
担
金
及
負
担
金
で
約
三
百
二
十
五
万
円
一

と
こ
ろ
が
こ
の
春
は
患
者
に
と
っ
て
は

更
に
学
校
給
食
法
の
改
正
に
よ
る
文
部

一
し
た
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
い
と
思
い
ま
す
が
、
－
般
職
員
は
県
下
で

一
の
婚
を
見
て
地
方
交
付
税
の
二
百
七
十
一

一絶
好
の
穣
ぎ
時
で
あ
き
巣
、
押
売
り
、
た

省
が
給
食
監
視
の
観
点
を
考
献
し
学
院
炊
一伺
厚
生
施
設
の
充
実
と
病
院
の
拡
充

一は
そ
の
待
過
が
下
を
魁
っ
て
い
る
の
で
こ

一
万
円
、
県
支
出
金
百
三
十
一
二
万
円
、
寄
附
一

か
り
等
の
犯
罪
が一

段
と
鳩
加
す
る
時
な

事
婦
を
栄
獲
土
に
補
噂
さ
せ
て
給
食
の
完
一
小
川
保
育
所
は
こ
れ
を
町
営
と
し
て
引
一
れ
を
諒
と
し
て
欲
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。

一
金
百
六
万
円
混
と
の
釣
合
い
宮
見
て
誌
に

一
の
で
す
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
犯
罪
に
か

壁
を
矧
し
、
児
認
生
徒
の
教
育
の
機
会
均

一継
ぎ
．
境
地
区
は
又
保
育
所
の
施
設
を
必

一次
に
昭
和
三
十
六
年
度
予
算
内
容
に
つ
い

一
枚
入
の
バ
ラ
ン
ス
を
収
っ
た
の
で
あ
り
ま

一
L
ら
な
い
よ
う
手
近
い
予
防
法
を
考
え
て

等
を
充
分
に
掛
以
さ
ゼ
た
い
も
の
で
あ
り

一要
と
思
い
三
十
六
年
度
中
に
新
設
さ
せ
た

一
て
申
し
上
げ
れ
ば
投
資
的
経
強
の
場
業
計
一
す
が
幸
い
に
町
位
百
七
万
円
の
減
を
見
た

一見
ま
し
ょ
う
。

ま

す

。

い

も

の

で

あ

り

ま

す

。

回
は
補
助
事
業
は
三
千
八
百
五
十
万
円
其

一
こ
と
は
健
全
財
政
の
一
歩
前
進
と
見
て
町
一

間
下
段
に
統
く

噌

l
「

o
n
h
v
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。

あ
な
た
の
趣
味
や
娯
楽
は
何
で
す
か

一

＠

終
戦
の
当
時
あ
な
た
は
ど
こ
で
、
ど

一

ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
か

一

＠

今
ま
で
に
最
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
一

は
ど
ん
な
こ
主
で
し
た
か

。

結
婚
改
善
が
叫
ば
れ
て
も
少
し
も
改

め
ら
れ
な
い
原
闘
は
何
で
し
ょ
う
か

＠

朝
日
町
発
展
の
根
本
対
策
を
一
つ
だ

け
あ
げ
て
下
さ
い

＠
戦
後
強
く
な
っ
た
も
の
は
女
性
と
靴
下

だ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
あ
な
た
の
御
夫

人
は
ど
う
で
す
か

＠
設
近
の
十
代
背
少
年
の
動
向
に
対
し
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
か

左
の
七
項
目
に
つ
い
て
線
以
間
氏
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
求
め
ま
し
た
（
議
席
順
）

ひさあ第 68号

辺

手大

（昭和辞8月8日）
第5種郵便物認可

議

員

名

渡

住

所

境

所
属
委
員
会

厚
生
寮
員
会

O
マ
ー
ジ
ャ
ン
読
笥
音
楽

＠
旧
舞
鶴
潟
兵
団
陸
上
勤
務

＠
特
別
に
な
し

O
各
人
の
自
覚
の
問
題
に
あ
る

＠
行
政
慢
構
の
一
体
化

＠
戦
前
戦
後
か
わ
ら
ず

＠
彼
等
に
は
彼
等
な
り
の
人
生
観
が
あ
り

そ
の
中
で
新
し
い
モ
ラ
ル
が
つ
く
ら
れ

て
い
く
と
思
う
。
中
に
は
例
外
は
あ
る

(3) 

’‘－ ’“’ 

が
例
外
は
例
外
で
全
体
の
問
題
で
は
な

’v
 

男

議

員

名

清

水

伝

住

所

大

家

庄

金

山

所
間
接
民
会
鶴
長
総
務
蚕
員
会

O
晩
酌
は
唯
一
の
楽
し
み

＠
旧
大
家
庄
村
良
築
協
同
組
合
長

＠
紀
元
二
千
六
百
年
祭
に
宮
中
に
村
長
と

し
て
招
ね
か
れ
た
と
き

O
諸
法
の
改
正
に
よ
り
財
産
相
続
等
、
平

等
的
な
も
の
に
必
因
し
、
鯨
ぐ
に
際
し

て
も
貰
ら
わ
ぬ
と
損
で
あ
る
と
い
う
こ

と
等
が
原
因

＠
北
陸
電
力
K
X
及
び
関
西
電
力
X
X
の

計
画
に
よ
る
電
源
開
発
と
こ
れ
に
伴
う

工
喝
誘
致
及
び
観
光
開
発
等
で
あ
る

＠
変
ら
な
い

＠
民
主
主
義
の
は
き
遣
い
に
よ
る
点
が
多

い
と
思
う

穣
員
名

林

邦

農

事

教

........ 
~ 

平

V

畑
首
代
の
作
り
方

六
、
管
理

的
発
芽
に
必
要
な
の
は
淵
段
、
水
分
、
酸

住

所

笹

川

所
属
議
員
会
厚
生
妥
員
会

O
植
木
、
盈
税
、
間
碁
、
麻
特

＠
旧
宮
崎
村
役
鳴
牧
入
役
と
し
て
執
務
中

＠
 
。
自
分
／
＼
の
経
済
能
力
を
考
え
ず
虚
栄

を
は
っ
て
い
る
こ
と
が
阪
国
と
思
う

＠
現
在
の
祖
泉
の
特
定
資
本
を
公
開
し
民

聞
の
大
貸
本
を
器
入
し
て
一
大
福
泉
街

を
作
り
観
光
の
町
作
り
を
す
る
こ
と
が

対
策
の

一
っ
と
考
え
る

＠
 
＠
利
己
的
な
考
え
が
強
く
道
徳
的
観
念
が

乏
し
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

〔二〕

司

議

員

名

金

森

栄

松

住

所

大

家

庄

下
山
新

所
属
委
員
会
産
業
蚕
員
会

。
旅

行

読

宮

＠
黒
部
川
電
力
K
K
勤
務

＠
 
。
各
人
の
自
覚
の
問
周
だ

＠
工
場
誘
致

ω固
定
資
蕗
税
に
よ
る
町

財
政
の
陣
立
納
入
口
地
に
よ
る
失
業

者
の
教
済
的
商
店
街
の
繁
栄
同
農

産
物
の
消
化

＠
か
わ
ら
な
い

＠
真
実
よ
り
も
虚
名
を
欲
す
る
よ
う
な
気

風
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
、
経
済
的

自
覚
が
た
り
な
い
よ
う
だ

棄
で
光
は
必
要
で
な
い
。
酸
素
、
水
分
は

十
分
で
あ
る
か
ら
温
度
に
注
意
す
る
。
温

度
は
日
中
三

O
度
前
後
夜
間
ニ

O
度
位
が

最
も
よ
い
。
播
種
後
七
日
位
で
発
芽
揃
に

す
る
の
が
よ
く
、
こ
の
と
き
肯
禍
床
紙
等

を
除
く
。

M
W
発
芽
揃
後
温
度
と
水
は
そ
れ

ほ
ど
必
裂
で
は
な
く
、
光
と
酸
繋
が
大
切

に
な
る
、
な
る
べ
く
地
上
部
の
従
長
を
抑

え
て
地
下
部

（
展
〉
の
発
育
を
良
く
せ
し

め
る
こ
と
c

活
水
は
原
則
と
し
て
床
面
が
臼
く
舵
く
ま

で
行
な
わ
な
い
方
が
良
レ
。
今
ま
で
の
失

敗
も
余
り
た
び
た
び
海
水
し
た
た
め
『
む

れ
苗
』
の
原
因
と
な
っ
た
も
の
が
多
い
、

ま
た
こ
の
頃
の
気
温
の
激
変
に
会
う
と
『

む
れ
苗
』
が
発
生
し
や
す
い
危
険
な
時
期

で
す
か
ら
十
分
注
意
す
る
。

制
床
内
の
温
度
は
日
中
二
十
五
度
夜
間
は

十
五
度
を
目
標
と
す
る
。
も
し

『
む
れ
苗

』
の
発
生
を
見
た
ら
硫
安
を
三
・
三
平
方

米
〈
一
坪
〉
当
り
三
七

・
七
グ
ラ
ム
（
約

十
匁
〉
を
水
に
溶
か
し
て
施
し
そ
の
後
ジ

ョ
ウ
ロ
で
郡
水
し
葉
に
附
茄
し
た
硫
安
水

を
洗
い
務
す
、
又
水
銀
剤
を
撒
布
す
る
の

も
良
い
。

同
苗
の
本
葉
三

t
四
枚
の
頃
よ
り
外
気
に

な
ら
す
た
め
に
除
4

に
日
中
は
も
と
よ
り

夜
間
も
特
に
低
温
の
お
そ
れ
の
な
い
限
り

ビ
ニ
ー
ル
を
開
け
て
お
く
よ
う
に
す
る
。

田
植
の
五
日
前
噴
坪
当
り
十

r十
五
匁
の

硫
安
を
追
肥
す
る
と
本
田
の
活
着
も

一一回

良
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
堅
い
丈
夫
な
根
に
力
の

あ
る
分
け
つ
力
の
強
い
苗
を
作
る
こ
と
が

臨
突
多
政
の
要
因
で
あ
る
。

バ
ン
ガ
ロ
ー
の
名
称
募
集

朝
日
町
観
光
の
二
掠
と
し
て
城
山
の
卦
勝

の
地
に
、
富
山
県
唯
一
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
を

新
施
設
い
た
し
、
希
望
者
に
開
放
す
る
事

に
致
し
ま
し
た
。

つ
い
て
建
設
五
槙
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
景
勝

地
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
つ
け
、
長
く
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
名
付
け
の
親
に
な

一
、
外
出
す
る
時
に
は

－
出
来
る
限
り
留
守
番
を
お
き
ま
し
ょ
う

．
止
む
を
得
ず
家
を
あ
け
る
時
は
戸
締
を

厳
重
に
し
、
隣
近
所
に
よ
く
頼
ん
で
出

か
け
ま
し
ょ
う
。

・
一
見
し
て
表
に
南
京
錠
の
し
て
あ
る
の

を
見
か
け
ま
す
が
、
こ
れ
は
留
守
で
あ

る
こ
と
を
宣
伝
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
す
。

－
戸
締
だ
け
で
な
く
火
の
用
心
も
注
意
し

て
下
さ
い
。
楽
し
み
に
仔
っ
た
管
だ
っ

た
の
に
帰
っ
て
来
て
家
が
無
く
な
っ
て

い
た
で
は
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

二
、
外
出
中
に
は

・
人
混
み
の
中
で
は
ス
リ
の
目
が
光
っ
て

い
ま
す
。

貴
重
品
に
注
意
し
て
下
さ
い

．
女
の
人
は
殊
更
人
自
に
つ
く
よ

4
な
派

手
な
服
装
は
止
め
ま
し
ょ
う
．
ち
漢
が

狙
っ
て
い
ま
す
。
花
見
や
行
楽
に
若
い

女
性
の
単
独
行
動
は
ち
漢
に
と
っ
て
狙

っ
て
よ
い
チ
ャ
ン
ス
で
す。

三
、
花
見
先
で
は

・
川
ベ
り
等
の
危
険
な
と
こ
ろ
で
宴
会
を

設
け
、
よ
い
気
嫌
に
な
り
川
へ
落
ち
て

土
左
エ
門
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

酒
は
ほ
ど
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ど
に
家
族
一
同
楽
し
い
思

い
出
と
な
る
花
見
に
し
た
い
も
の
で
す

四
、
夜
間
に
お
け
る
注
意

・
防
犯
灯
は
必
ず
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う

暗
い
場
所
は
と
角
危
険
で
す
。

・
門
灯
の
あ
る
家
で
は
終
夜
点
灯
し
ま
し

ょ

う

。

ハ
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普

審

祭

壇

〉

っ
て
鼠
き
度
く
、
主
旨
を
お
ふ
く
み
の
上

多
数
御
応
募
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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朝
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工
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謝
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名
付
親
決
定
者
に
は
パ
ン
ガ

ロ
1
無
料
使
用
券
会
回
分
〉

を
差
し
上
げ
ま
す
。
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